
編

纂

雑

記

過
去
は
反
省
さ
悔
恨
で
、
現
在
は
奮
闘
吉
努
力
で
、
未
来
は
希
望
さ
光
明
に

満
ち
て
居
る
。
悠
久
の
過
去
か
ら
永
遠
の
未
来
へ

Z
絶
え
？
流
れ
行
く
「
時
の

カ
」
は
厳
粛
な
閃
顧
た
数
て
居
Z
U「
滋
巡
一
言
懐
疑
言
暗
黒
が
去
つ
れ
」
芝
、
四

閣
の
一
師
が
年
一
闘
に
述
べ
ら
れ
わ
h

が
何
さ
云
ふ
尊
い
宣
言
一
で
あ
ら
う
：
：
・
。

文
祭
必
ず
L
も
金
義
術
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
毎
年
一
度
づ
つ
し
か
生

れ
ぬ
此
の
筏
榊
．
私
共
Z
し
て
は
尊
い
生
命
の
鰻
動
で
あ
る
の
に
何
さ
い
ふ
貧

弱
な
嬰
術
品
で
あ
ら
う
ω

い
れ
づ
ら

ι文
字
た
弄
ぶ
恩
来
的
遊
戯
、
暦
も
越
え

得
？
殻
も
破
ら
ず
縦
外
に
も
飛
ぴ
得
ね
、
際
浅
さ
形
骸
の
M
m
H同

Z
し
か
見
ら
れ

な
い
、
判
詳
し
も
そ
う
思
ふ
の
は
民
貨
に
情
げ
無
い
事
で
あ
Zν

御
亙
ひ
に
も
う

・少
L
枇
品
目
文
化
に
謝
し
て
宗
教
的
表
現
償
似
に
見
醒
め
て
も
ら
は
ね
ば
な
ら
ね

第
二
波
第
一
谷
さ
し
て
堂
々
さ
編
輯
し
て
見
＋
い
も
の
、
‘
此
れ
が
租
山
文
書
の

粋
撃
さ

L
て
品
目
に
出
Z
か
さ
思
へ
ば
涙
ぐ
ま
し
い
。
儲
惜
測
れ
h
Z
意
気
が
何
度
に

、
、
、
、
‘
、

あ
Z
、
切
抑
凡
な
る
宗
教
的
生
命
が
何
鹿

ι逝
っ
て
居
る
、
世
相
百
般
の
問
題

ι

、

、

．

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

輔
副
し
て
不
徹
底
さ
安
倒
な
m克
明
聞
の
み
で
は
な
い
か
、
此
の
悲
惨
な
閤
影
か
諸
君

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

‘

、

、

、

、

は
嬉
L
く
見
ら
れ
る
の
か
、
も
う
・
少
し
議
議
自
趣
隊
さ
玄
室
日
傍
導
に
熱
た
持
っ
て

、
、
、

戴
き
れ
い
。
問
問
れ
ば
慌
に
意
義
深
重
な
過
去
で
あ
つ
れ
で
は
な
い
か
、
聖
誕
七

百
年
、
平
和
税
務
合
、
立
正
大
師
披
宣
下
、
芭
吾
均
青
年
求
靖
国
者
の
血
肉
涌
開
胞

の
時
に
、
庭
生
さ
柿
悼
柚
加
古
純
化
ド
「
耳
目
叫
ぱ
ず
ん
ぱ
石
叫
ぱ
ん
」
の
大
生
命
が

次
か
ら
次
～

z去
来
し
れ
で
は
な
い
か
、
英
聞
に
於
て
王
国
人
は
如
何
な
る
宗
教

運
動
た
怨
L
得
六
か
、
冴
え
渡
つ
れ
深
夜
ド
大
空
ド
響
、
喝
さ
渡
る
除
夜
の
焚
鐙
や

、

、

、

、

．
．
 
、

、

、

、

、

、

聞
く
毎
に
‘
「
白
己
島
知
れ
L
－
ー
白
己
か
救
へ
L
「
白
己

ι覚
醒
ぜ
よ
L

全
身
が
お
の

の
く
で
は
無
い
か
、
霊
性
の
枯
れ
果
て
れ
弘
、
の
野
に
閤
累
の
影
が
「
既
成
」
の
ニ

字
で
魔
の
如
く
四
百
た
塞
い
で
、
五
口
人
た

L
て
泣
か

L
め
て
日
出
る
、
破
綻
主
改

革
の
み
で
は
現
代
人
は
満
足
し
得
ぬ
ま
で
に
、
吾
人
の
頭
角
の
上
に
出
て
居
る

若
告
宗
教
家
の
胸
に
燃
え
盛
る
燃
は
驚
〈
可
き
革
命
の
使
と

L
て
の
白
貸
で
あ

る
。
如
来
子
で
あ
り
如
来
使
で
あ
る
吾
人
は
、
聖
者
の
法
屈
に
・
・
・
・
・
・
、
聖
者
の
御

懐
に
：
：
・
・
、
何
で
安
崎
山
吉
頼
堕
で
あ
り
得
。
ぅ
、
亨

Y
Z
勇
猛
精
進
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
。

今
の
慮
プ
ロ

ν
タ
リ
ア
ー
で
あ
る
岡
山
総
合
Z
し
て
は
毎
月
一
回
づ
‘

L
賛
行

し
れ
い
の
は
、
ほ
ん
さ
う
に
希
望
す
る
所
で
あ
る
げ
れ
ど
も
‘
年
一
回
が
最
大

限
で
あ
る
u

然
も
此
の
第
二
傘
第
一
時
協
が
生
れ
る
ま
で
に
は
阪
に
、
三
代
相
績

の
難
物
で
あ
つ
れ
、
部
長

L
幹
事

L
共
に
過
去
二
年
間
に
ど
れ
に
げ
も
が
い
て

見
れ
か
、
誠
に
合
員
諸
刀
に
射
し
て
申
謬
げ
の
無
い
事
で
あ
る
、
そ
の
罪
は
ど

ち
ら
も
頁
ふ
義
務
は
有
る
ま
い
が
、
幹
事
そ
の
も
の
か
悪
者
に
な
っ
て
置
か
う
。

同
総
合
さ

L
て
の
詳
細
な
認
事
は
事
の
有
る
都
度
文
撃
部
か
ら
、
身
延
一
絞
殺
之

天
業
民
報
主
に
、
掲
載
す
る
事
ド
な
っ
て
居
る
か
ら
今
は
只
骨
目
の
槻
絡
に
止

め
て
霞
〈
。

大
正
十
年
三
月
の
臨
時
大
舎
か
ら
、
七
月
の
定
期
大
舎
か
ら
、
大
正
十
一
年

六
月
の
定
期
大
舎
か
ら
、
十
一
月
の
臨
時
大
合
Z
可
成
の
嬰
濯
が
あ
っ
穴
の
で

部
長
幹
事
の
任
免
ば
か
り
で
も
余
程
の
歴
史
か
持
っ
て
居
る
。
十
一
年
度
の
初

め
の
幹
事
は
江
田
川
一
一
勇
沼
（
誇
淡
部
）
踊
島
瑞
岳
君
（
合
計
部
一
波
遁
泰
決
君
（
運

動
部
）
高
山
富
卦
忍
君
（
文
筆
部
｝
、
十
一
月
改
選
の
幹
事
は
問
視
修
万
ト
諒
演
部
｝

太
田
純
志
君
ハ
文
曲
学
部
）
下
問
光
泉
君
（
運
動
部
立
谷
長
康
宕
戸
合
計
部
J
Z
な
っ

e
t
 舎

長
は
小
泉
院
長
貌
下
で
、
一
則
合
長
策
合
計
監
督
は
宮
木
教
頭
、
文
撃
部
長

伊
丹
教
授
、
運
動
部
長
鈴
木
教
綬
、
誘
荷
風
部
長
中
傑
教
授
で
あ
る
、
大
正
十
年

七
月
七
日
江
田
郎
東
真
君
の
東
京
総
鰭
舎
出
席
報
告
あ
り
、
九
月
三

H
皇
太
子
殿
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下
御
担
問
靭
車
中
椀
茶
話
舎
わ
り
、
十
月
十
六
日
に
は
在
京
悶
燦
舎
犯
念
参
拝
わ
り

十
月
二
十
七
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で
、
江
ノ
島
鎌
倉
横
須
賀
方
面
日
修
事
接
行

あ
り
、
十
｝
月
九
日
字
田
川
教
授
選
別
茶
話
舎
あ
り
、
十
二
月
五
日
舎
計
幹
事

宮
岡
君
依
願
免
職
ぜ
ら
れ
江
原
幹
事
策
任
宮
市
慣
す
、
十
一
年
一
月
十
一
日
新
年

茶
話
品
目
わ
り
、
二
月
十
六
日
宗
祖
降
誕
舎
に
於
て
は
全
校
各
教
室
の
室
内
接
飾

中
一
の
線
門
中
ニ
の
塚
原
三
味
食
中
三
の
徳
勝
章
子
中
四
時
宗
の
霊
夢
中
五
の

人
物
展
覧
合
高
金
の
ヨ
1

h

I
接
待
等
、
各
h
H

趣
向
か
二
ち
し
雨
天
ド
も
闘
也

？
非
常
な
盛
舎
で
あ
つ
れ
。
夜
間
の
余
興
苦
し
て
は
聖
典
劇
聖
者
の
半
生
、
佐

渡
即
時
瓜
阿
傍
房
障
問
伏
、
事
一
劇
世
尚
歳
題
目
、
商
洋
奇
術
、
歌
題
目
等
参
観
者
四
百
名

賀
に
稀
有
の
盛
況
で
あ
つ
れ
。
四
月
十
二
日
に
は
東
京
別
院
に
奉
行
ぜ
ら
れ
れ

法
主
小
泉
日
慈
和
倫
謝
恩
舎
に
太
岡
純
志
静
岡
義
法
ニ
君
出
張
多
列
L
穴
五
月

二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
東
京
日
光
中
山
の
方
向
に
霊
跡
参
揮
の
春
季
修

撃
族
行
あ
り
、
七
月
五
日
清
水
教
授
遷
化
の
錫
め
本
葬
参
列
代
表
者
Z
し
て
結

城
端
光
万
波
議
泰
探
君
出
張
さ
れ
れ
、
九
月
一
日
に
は
奮
敬
頭
闘
本
龍
門
師
た

還
り
、
新
教
頭
宮
木
戎
車
問
師
寺
迎
へ
、
金
生
徒
、
設
深
支
院
、
深
敬
病
院
長
血
事

院
尚
訪
者
諸
氏
の
出
席
あ
り
、
叉
曲
学
院
の
抱
億
も
岡
市
一
一
府
の
基
硲
付
げ
ら
れ
わ
h

事
た
痛
感
し
れ

M

九
月
十
二
日
龍
口
法
雛
舎
茶
話
舎
並
幻
燈
晶
H
b
開
催
し
れ
、

十
月
四
日
に
は
臨
時
事
生
大
晶
H
4
申
開
き
秋
季
運
動
令
の
件
に
就
て
議
L
、
十
月

二
十
七
日
場
制
機
和
紀
念

Z
L
て
陸
上
運
動
舎
か
開
吾
、
大
身
的
に
楓
山
健
児

の
勇
猛
椅
準
振
り
ら
遺
感
な
く
俊
揮
し
れ
。
十
月
三
十
日
菌
学
制
安
和
五
十
年
式

典
執
行
、
十
一
月
十
一
日
入
瞥
者
石
黒
滋
然
君
秋
山
清
五
回
煮
立
一
行
集
君
串
林
泰
常

震
設
別
絞
話
舎
開
催
、
ナ
一
月
二
十
目
立
正
大
師
健
鋭
宣
下
舎
奉
迎
二
十
一
日

奉
安
大
法
令
等
で
あ
つ
れ
。

も
っ
さ
詳
細
の
事
件
か
報
導
す
る
の
は
鐙
然
で
あ
あ
が
、
数
報
my
民
報
紙
上

古
記
事
の
重
復
す
る
の
は
好
ま
し
い
事
で
な
い
か
ら
此
の
位
で
許
L
て
戴
い
て

此
の
第
二
港
第
一
時
臓
が
宗
雄
入
山
大
百
五
十
年
ま
い
ふ
嘉
辰
に
産
聾
奇
襲
げ
れ

世
守
口
、
の
み
な
ら
ず
二
月
十
六
日
の
裏
目
た
ト
し
て
費
刊
し
れ
事
に
、
何
等
か

の
意
義

z・
深
刻
な

Z
印
象
さ
か
思
ひ
敢
し
て
戴
き
れ
い
。
現
今
、
宗
教
謝

欝
術
問
題
の
渦
叩

ι、
何
物
私
見
出
さ
ん
さ
現
代
人
は
も
が
い
て
居
る
の
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
‘

事
師
は
「
聖
人
凡
化
よ
り
も
凡
人
事
化
」
さ
垂
制
さ
れ
て
居
品
。
私
達
青
年
信

侶
は
幾
多
の
醜
き
階
級
差
別
吉
、
政
略
闘
争
よ
り
脱
L
て
、
退
嬰
保
守
か
撃
退

ぜ
れ
ば
な
ら
ぬ
u

そ
う
し
て
儲
ゆ

5
0
う
な
白
提
言
、
腹
痛
な
気
分
戸
、
世
法

即
妙
法
の
霊
妙
疎
か
民

ι慢
験
ぜ
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
赤
童
】

講
演
部
か

ら
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時
涯
の
趨
行
・
今
mv
兵
武
の
交
戦
其
の
跡
た
陰
し
、
方

ι舌
鋒
た
交
へ
て
・
其

の
俊
ぎ
た
制
あ
兵
和
戦
さ
な
つ
れ
。

惟
ふ
に
、
平
和
戦
自
ら
文
筆
、
言
論
の
ニ
訟
が
有
5
・
文
筆
の
効
願
亦
驚
歎

す
べ
き
で
有
る
が
一
六
ぴ
四
雄
一
た
墜
す
る
雄
鮮
の
快
起
ら
ぱ
文
筆
自
ら
第
二
位

に
隠
る
の
感
が
有
る
、
日
〈
彼
れ
は
間
接
的
、
消
極
的
で
右
て
、
此
れ
は
直
接

的
・
積
極
的
‘
寅
際
的
で
有
る
謂
つ
べ

L
雄
鮮
の
途
れ
る
其
の
範
臨
聞
く
・
其
の

用
多
な
り
さ
。

知
ら
ず
my
商瞬間
B
G
年
間
ア
テ
ヰ
の
志
士
デ
弔
ス
デ
キ
ス
が
、
雄
雌
府
守
揮
ひ

ゲ

B
1
F
の
危
急
か
救
は
ん

Z
L
M
商
犯
十
六
世
犯
に
守
山
F

チ
y
、
b
v
l
テ
ル

の
宗
教
草
征
の
叫
ぴ
叉
浩
げ
る
大
雄
婦
で
は
な
い
か
。
或
は
徳
待
、
言
論
、
政

治
、
文
撃
の
四
科
4

申
立
て
、
殊
・
雨
具
に
ア
Y

テ
ー
の
光
‘
暗
殺
告
人
道
の
馴
範
4

暗
示

し
れ
東
洋
の
哲
人
孔
夫
子
は
、
骨
同
時
の
周
や
し
て
、
天
下
島
統
一

d
Lめ
中
華

永
遠
の
計
守
番
ら
ん

Z
L
Kの
も
、
亦
雄
揖
聞
か
以
て
し
れ
で
は
な
い
か
a

覆
天

＠
大
事
併
陀
の
長
臨
圃
舌
は
法
昇
か
蔽
H
V

、
末
法
品
開
季
の
長
暗
か
照
被
d
B

る歯肉品開


